
1.はじめに 多摩丘陵の地勢 "地理的特徴

2.「聖蹟桜ヶ丘」とは、聖蹟桜ヶ丘周辺の文化財

3.―ノ宮の歴史概要 ～原始口古代から近世・近代頃

4.一ノ宮の主な文化財や伝承地

・ ①位 置 :東京都の南部。神奈川県と接する。 ⇒ 相模国に隣接

東西 :関東山地南麓・高尾から出て、東南東に向かい、登戸の南で南東に向きを変え、

川崎市・横浜市周辺まで発達している。

・    南 :境川を隔てて相模野台地と接する

・    北 :多摩川・浅川を隔てて武蔵野台地と接する

。 ②規 模 :東西約38k皿、南北約5～ 15k皿

・ ③標 高 :230m～ (多摩市連光寺164m)～ 横浜市西部70m前後

・              ○多摩市内最高点標高:天王森公園 (人 坂神社)・ ・・

161 7nl

・              〇最低位標高:関 戸一丁目附近(聖 蹟桜ヶ丘駅北側)・ ・約

53m

(2)地位的特徴 :丘陵地形=」谷戸 (ヤ ト)上地形・・武蔵野台地「ハケ」地形
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聖蹟と名のつく場所や施設
・全国内でも殆ど散見できず  ・東京都及び近隣 (4箇所程度 )

1,「聖蹟桜ヶ丘駅」 陳王線駅名](多摩市一ノ宮1-11)

○天皇行幸と桜の名所から

20「 旧多摩聖蹟記念館」腱造物]じ摩希連光寺5-1-1)

・市指定有形文化財

・東京都景観上特に重要な歴史的建造物等選定

○明治天皇の明治 14年 (1881)2回 、15年 (1882)、 17年 (1884)の4回

の行幸の顕彰館 (メモリアルホール)として

3,「聖 蹟 公 園 」 [公園名。品川本陣跡](品川区北品川2-7-21)

・区指定史跡 (品川区北品川2-7・ 21)

○明治天皇の明治元年 (1868)の行幸の行在所から

4・ 「聖蹟蒲田梅屋敷公園」除園名]伏田区蒲田3-25-0

0明治天皇の明治元年から明治30年 (1897)の 間の9回の行幸から

聖蹟 と行幸 イ予啓 の意 味

・聖蹟とは、元は貴人等が訪れた史跡のことで、 昭和初

期には特に天皇の行幸地のことを指して用いられた。

【行幸と行啓】
=行幸 :天皇が外出すること。みゆき。
口行啓 :皇后口皇太子など、天皇以外の皇族の外出。

■明治4年(1871)の 太政官布告以来、法律上の用語として使用さ

れた。第二次大戦後、これらの呼び名は廃止。

○「聖蹟」が多く残り、「聖蹟桜ヶ丘」の由来となった多摩市の聖蹟化とは。



【聖蹟化への道】

～天皇行幸 :明治天皇4回 (大正天皇・嘉仁親王9回 )～

第1回 :明治 14年 (1881)2月 20日 ……  兎狩

第2回 :明治14年(1881)6月 2日 …… 鮎漁

第3回 :明治15年 (1882)2月 15～ 16日 …B兎狩

↓

■明治15年5月 31日 御猟場指定告示

■明治16年 (1883)7月 6日 連光寺村御猟場

↓

第4回 :明治17年 (1884)3月 29～ oO日 口「
コ兎狩

↓
■大正6年 (1910)6月 30日 連光寺村御猟場廃止 (35年 間)

明治天皇多摩聖蹟行幸年表と御猟場の変遷

天皇 豊族:こよる蓬光寺4`での狩凛など (勝羞 14ヽ大三2年 1
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宝亀3年 ,72)   上政官符神晟官に小当社などヽこ続けて拳誉を本るよ

う命ずとある.

元菱8年

“

31)  ・I代実織に武蔵顔一ノ宮と称された記裁あり,

廷長3年 (9η)  ・延嘉式神名帳の多離那ノヽ率の つ́ヽ小野社の記録あ

り́

治承5年 (1181)  ^書要遊に小山腱■艶 載領が、訴様により手大弘rt

た安努の記録あり。

織久午麟(1190～ 98)・ 農山豊忠が小野ttに島艦を持進

永徳 3年 (138⇒   ‐書富郷 5カ村 (関戸、速光寺、一ノ官、寺方、自畢)

ti、 鉱倉会方え秀抵 溝によりな倉鋼 八轄宮に寄進

室町時

`ヽ

      `誕 東管領.L杉 氏の支配

天文7年 (15")  ・小露原北条氏の支配

天正18年 (1590)  ・徳川1氏領

文様3年 (1591)  ・―ノ富村の検地が行なわれる、この喫熟島万

機、中山助六郎両氏の所鋲

元犠10年 (1697)  ・徳
"1幕

清像な曽我七兵舞知行地

延亨3年 (174め   '連光寺地内に入金地ができ、当村の繋ぴ地となる,

椰捲元年(1868)   品川県に属す.

鴨治 4年11月    ‐神奈川県
～
属す.

鶏治11年 11月    ‐
1機区F」村撼裁に■り神奈メ1県南多摩郡に属す.

明治22年 1月 1■    町村合僣とより争摩村となり大字の二つとなる。

明治28年 1月 1日   `三 多オ:3業ま府た絡ス

瑠承1ヽ年 (194め 7月 18東京都成立 一ノ宮の歴史

武蔵国―ノ宮小野神社
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木造随身椅像(左)古像・昨像

木造随身椅像(右 )新像・阿像
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聖蹟桜ヶ丘という名の由来について

多摩市は昔から桜の名所で、特に、連光寺の向ノ岡には多くの桜の本が植わっていましたが、江戸時

代後半には老木 となったため、万延元年 (1860)、 連光寺の名主・富澤政恕が村民と共 に向ノ岡一帯に桜

樹約 350本を植え復興 しました。当地は武蔵野台地を一望できる眺望絶勝の地であ り、やがて、桜樹も

成長 し向ノ岡の桜林として有名にな りました。その後、大正頃から昭和初期にかけて、この付近で草競

馬が開かれたので桜馬場と呼ばれるようになりました。また、易在の向ノ岡桜橋付近 に桜楽軒という茶

屋 も設けられ、戦前には花見時に都会からの来遊も多く、大いに賑わつていました。    ｀ 二
 、

現在では、連光寺の 「旧多摩聖蹟記念館」 (市指定文化財)周辺、都立桜ヶ丘公園内にはヤマザクラや

ソメイヨシノを中心に、約 300本の桜が植わっています。

一方、多摩市は江戸時代から多摩川の鮎漁などで有名な地であり、明治天皇が明治 14年 (18al)か ら

明治 17年 (1884)にかけて兎狩と鮎漁で4回天覧に訪れており、こうした行幸の場所を「聖蹟Jと いい、

連光寺一帯には天皇行幸を記念してさまざまな記念碑が建てられています。

さらに、明治 14年 (1881)か ら大正 6年 (1917)まで、連光寺周辺が天皇や皇族たちの狩猟場であ

る「連光寺村御猟場」に指定されたこともあつて、「聖蹟」化への動きが強まっていきました。1また、大

正期頃から三多摩各地で観光開発が進められるなかで、「聖蹟」を核として向ノ同一帯を名所として開発

しようという構想が具体化していきました。そして、玉南鉄道(株)(現在の京主電鉄鉄 ))が向ノ岡の桜

馬場一帯の丘陵地を借用してこれに「桜ヶ丘」と名付け、大規模な遊園地として開発 しようという計画

が明らかとなりました。

こうした動向の一環 として、明治天皇が好んだ連光寺の地に、元官内本臣の田中光顕を中心として昭

和 5年 (1930)、 明治天皇の顕彰館として多摩聖蹟記念館が建設されました。これは、連光寺を多摩御陵

と並ぶ「聖蹟」と位置付けようとしたもので、記念館周辺に桜などを植え風致を整え、館を中心とした

向ノ岡一帯の観光開発が進められました。また、地元でも百草・高幡不動と聖蹟記念館を結ぶ多摩丘陵

|こ 「多摩遊覧道路」というハイキングコース建設を計画するなど観光化に力を入れま した。昭和 5年の

『京王電車沿線名所図絵』にも開館 したばかりの多摩聖蹟記念館が大きく描かれてお り(京王閣、高幡

不動、多摩御陵などとともに、当時の京王がいかに沿線の観光開発に力を,い
でいたか

ゲ
伺え、地元も

含め「聖蹟」を中心に観光開発を進めるこ

とが地域発展につながると考えたからです。

こうした背景のもと、京王では昭和 12

年 (1937)5月 、京王線の関戸駅を「聖蹟

桜ヶ丘駅」に改称 し、「聖蹟桜ヶ丘」という

新たな地名が誕生することとなりました。

このように、天皇の行幸、「旧多摩聖蹟記

念館」などに関係する「聖蹟」と、江戸時

代から向ノ岡を中心とした桜の名所に「聖

蹟桜ヶ丘」の地名 は由来しています。

'   多摩市教育委員会 教育振興課 文化財係


